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天
皇
陛
下
の
ご
退
位

に
よ
り
元
号
が
改
元
さ

れ
平
成
か
ら
令
和
と
な

り
ま
し
た
。
五
月
十
日

に
市
議
会
議
長
を
退
任

し
、
議
会
最
大
会
派
の

松
政
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

さ
て
松
江
市
は
、
昨
年
中
核
市
に
移
行
し
ま
し
た
。

一
年
が
経
過
し
、
こ
こ
ま
で
順
調
に
市
政
は
運
営
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
総
合
計
画
を
着

実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
都
市
計
画
や
税
の
検
討
、

新
庁
舎
建
設
、
大
橋
川
改
修
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宍
道
湖
・
中
海
圏
域

に
お
い
て
は
山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
の
整
備
計

画
へ
の
格
上
げ
、
境
港
出
雲
道
路
（
北
道
路
）
の
早

期
整
備
、
高
速
道
路
の
延
伸
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
推
進
な
ど
二
十
万
都
市
、
圏
域
六
十
万
人
の
地
域

と
し
て
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
要
望
額
に
対
す
る
交
付
率
の
低
さ
を
打
開

す
る
た
め
に
、
二
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
お
け
る
松
江
市
要
望

分
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
国
の
国
土
強
靭
化
に
よ
る

平
成
三
十
・
三
十
一
・
三
十
二
年
の
三
か
年
七
兆
円
規

模
の
予
算
確
保
に
よ
り
三
十
一
年
度
は
、
新
規
道
路

事
業
費
は
要
望
額
が
満
額
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
予
算
不
足
に
よ
り
十
年
近
く
の
間
事
業
が
進

ま
な
か
っ
た
七
カ
所
の
市
道
整
備
事
業
が
確
実
に
進

み
ま
す
。
担
当
部
局
の
一
層
の
活
動
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

今
後
と
も
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
い
議
会
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
課
題
に
「
是
々
非
々
」
の
精
神
で
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

山
陰
新
幹
線
・
山
陰
横
断
新
幹
線
に

つ
い
て
は
現
在
基
本
計
画
か
ら
整
備
計

画
へ
加
え
て
い
た
だ
く
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
新
幹
線
整
備
を
行
う
た
め

に
は
基
本
計
画
路
線
を
整
備
計
画
に

格
上
げ
し
費
用
の
三
分
の
一
を
関
係

自
治
体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
覚
悟
や
意
気
込
み
が
関

係
自
治
体
に
あ
る
の
か
が
試
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
覚
悟
が
認
め
ら
れ
れ
ば

二
〇
二
〇
年
に
は
整
備
計
画
の
方
針
が

出
る
予
定
で
あ
り
現
在
一
生
懸
命
活
動

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
す
で
に

新
幹
線
が
通
っ
て
い
る
自
治
体
は
、
隣

の
県
に
新
幹
線
を
通
す
た
め
に
新
た
な

債
務
を
負
う
の
は
嫌
だ
と
い
う
こ
と

で
、
中
々
交
渉
が
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
当
事
者
で
あ
る
県
も
財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
中
で
の
新
た
な

債
務
の
増
加
を
望
ま
な
い
た
め
に
財

政
力
の
低
い
県
で
は
な
か
な
か
新
幹

線
計
画
が
進
ま
な
い
の
も
現
状
で
す
。

松
江
で
行
わ
れ
た
決
起
集
会
で
西
田

参
議
院
議
員
が
J
R
全
体
か
ら
上
が
る

国
の
税
収
は
三
千
億
円
あ
り
そ
れ
を

使
っ
て
で
も
基
本
計
画
路
線
を
整
備
し

て
い
く
べ
き
と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
私
も
同
感
で
す
。
私
は
現
在
新
幹

線
を
利
用
さ
れ
る
方
が
四
億
人
と
聞

き
、
新
幹
線
利
用
税
を
一
人
二
百
円
い

た
だ
け
れ
ば
八
百
億
円
が
い
た
だ
け
、

更
に
軌
道
幹
線
に
対
す
る
利
用
税
を
作

れ
ば
地
方
の
赤
字
路
線
対
策
に
な
ら
な

い
の
か
と
考
え
ま
す
。

新
幹
線
予
算
は
七
百
五
十
五
億
円
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

三
十
億
円
ば
か
り
増
え
る
見
込
み
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
の
計
画
や
維

持
に
対
す
る
費
用
は
国
民
全
体
、
利
用

者
全
体
で
賄
う
こ
と
も
考
え
て
み
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
川
県
珠
洲
市
は
く
に
び
き
神
話
の

中
で
島
根
半
島
の
一
部
を
、「
古
志
の

都
都
の
三
崎
」
を
引
き
よ
せ
現
在
の
美

保
関
と
な
っ
た
と
い
う
神
話
か
ら
、
旧

美
保
関
町
が
姉
妹
都
市
で
あ
っ
た
た
め

松
江
市
が
引
き
継
ぎ
交
流
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
あ
ま
り

交
流
が
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回

久
し
ぶ
り
に
訪
問
し

交
流
を
深
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
松
江
市

産
の
白
い
椿
「
亀
田

山
」
を
記
念
植
樹
し

て
き
ま
し
た
。

珠
洲
市
へ
は
陸
の

交
通
が
大
変
不
便
で
、

米
子
空
港
か
ら
羽
田
、

羽
田
か
ら
能
登
里
山

空
港
へ
乗
り
継
ぎ
で
行
く
の
で
す
が
、

何
と
か
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
も
出
し
て
お

互
い
の
交
流
が
で
き
な
い
も
の
か
と
思

い
ま
す
。

北
陸
地
方
の
方
は
「
北
前
船
」
の
こ

ろ
は
大
変
な
交
流
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
先
ほ
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
交

流
し
に
く
い
状
況
で

す
。
新
幹
線
で
も
日

本
海
側
を
通
っ
て
い

れ
ば
よ
い
の
で
す
が

そ
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
市
政
百
三
十
周
年
」

の
時
ぐ
ら
い
に
、
是

非
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

考
え
て
み
て
は
と
思

い
ま
す
。

直
面
す
る
課
題
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
取
り
組
み
ま
す

松
江
市
議
会
議
員
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人

山
陰
新
幹
線
・
中
国
横
断
新
幹
線
要
望
活
動

珠
洲
市
、
姉
妹
都
市
三
十
周
年
訪
問

泉谷市長、三盃議長と共に松江市産椿「亀田山」を記念植樹

工芸菓子贈呈式  台北市長と 東北被災地視察 要望活動  岸田文雄氏 要望活動  橋本聖子氏 要望活動  竹下亘氏　全国市議会議長会会長と
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補助事業決定金額の推移



Ⅰ．松江を超える、松江を作る
①中海・宍道湖・大山圏域市長会事業..................................................... 4,447万1千円
②山陰まんなかインバウンド推進プロジェクト................................ 1億4,000万円
③城下町AR・VR体験環境整備事業（城の魅力発信）................................. 1,420万円
④インバウンド観光推進事業費............................................................. 1,643万7千円
⑤地産地消関連事業費（価格保証・ハウスリ－ス）.............................. 1,332万5千円
⑥森林環境税譲与税関連事業費（森林管理体制構築）........................ 4,313万1千円
⑦漁港・港湾整備事業（堤防嵩上げ延長で機能強化）................... 1億8,010万1千円
⑧中小・小規模企業振興基本条例推進費......................................................55万4千円
⑨�プレミアム付き商品券事業......................................................... 12億3,228万9千円
⑩市制施行130周年記念事業費（10月31日に式典予定）................. 1,213万1千円
⑪まちのRe-Project事業費（遊休不動産活用）................................... 1,068万8千円
⑫新バス運行情報提供システム整備（運行情報発信）........................ 2,289万3千円
⑬緑の基本計画事業費（計画更新）.............................................................699万2千円
⑭国宝松江城マラソン開催事業補助金........................................................ 1,000万円
⑮ホ－ラエンヤ事業費（5月18日・22日・26日開催）......................... 6,387万2千円
⑯世界アマチュア囲碁選手権島根大会事業費（6月1日～6日）.............. 1,440万円
⑰松平不昧公200年祭開催経費（4月24日を茶の湯の日）...................7,65万8千円
⑱佐陀神能施設・用具整備（舞殿改修・用具修繕）....................................402万4千円
⑲友好都市周年記念事業費（ニュ－オリンズ・晋州・吉林・銀川）.........436万8千円
⑳国宝松江城天守耐震対策事業（耐震補強）........................................ 2,360万5千円
㉑菅田庵整備事業（菅田庵と向月亭の保存修理・防災施設）............. 3,490万8千円
㉒重文木幡家住宅保存修理（蔵3棟）....................................................................90万円

Ⅱ．松江の未来を切り開き、新たな可能性に挑戦する
㉓産後ケア事業費（退院直後の母子ケア、デイサ－ビス型）........................101万円
㉔コウノトリ縁結び事業（不妊治療費1年目4.5万円上乗せ）.......... 1,447万2千円
㉕感染症予防対策推進事業・予防接種事業費（風疹予防）................. 7,301万2千円
㉖幼児教育無償化関連事業費（幼稚園・保育園・対象者6445人）.... 1億6,633万円
㉗保育所施設整備事業費（創設・増築の施設整備）....................... 1億5,719万6千円
㉘生活困窮者就学支援事業費（中学3年生対象・100人）.......................321万1千円
㉙玉湯統合小学校・幼稚園・児童クラブ整備事業費..........................17億6,490万円
㉚南学校給食センタ－整備運営（DBO方式）..............................15億3,015万7千円
㉛「夢☆未来」学力向上対策事業費（支援員の増）................................ 2,998万2千円

Ⅲ．移住、定住、関係人口創出
㉜シティ－プロモ－ション推進事業（戦略的広報活動）........................290万9千円
㉝移住支援事業費（東京圏からUIタ－ン、30世帯分）............................... 3,000万円
㉞関係人口創出事業費（松江出身者ファンクラブ事業）........................843万6千円

㉟婚活支援プロジェクト推進事業費（ネットワーク・啓発）........................350万円

Ⅳ．安心・安全なまちづくり
㊱大橋川周辺まちづくり検討事業費（かわまちづくり計画等）...........412万7千円
㊲松江湖畔公園再整備事業費（千鳥南公園の基本計画策定）......................305万円
㊳松江市防災無線整備事業（デジタル同報系3期）...................... 1億2,216万9千円
㊴防災対策関連事業（資機材・組織育成）............................................... 1,294万9千円
㊵道路・河川整備事業（市道新設・河川整備・定期点検）.............27億2,389万5千円
㊶全国消防操法大会関係費（女性消防団全国大会出場）........................349万4千円
㊷高機能消防指令センタ－整備事業（システム改修）........................ 1億5,338万円
㊸地熱を中心とした再エネ活用プログラム策定事業費.................... 5,969万9千円
㊹PCB廃棄物処理推進事業費（未処理事業者掘り起し）..............................800万円
㊺総合戦略・総合計画推進費（検証・推進・次期計画策定）........................ 1,040万円
㊻地域版まちづくり総合戦略事業費補助（地域の取り組みに）.............. 1,040万円
㊼新庁舎整備事業費（基本設計・実施設計継続）.................................. 4,746万7千円
㊽島根複合施設整備事業費（公民館に支所事務スペ－ス確保）............ 1,373万6千円

30年度2月補正予算の主なもの
一般会計9億3,753万9千円の補正を行い補正後の総額は1,013億2,845万
円となります。
1．地方創生拠点整備交付金事業（8億8,075万8千円）
中海スポ－ツパ－ク整備事業（上宇部尾に人工芝）..................... 7億8,720万6千円
大手前観光拠点整備事業費（堀川遊覧船乗り場整備）............................... 4,500万円
八雲林間劇場整備事業費（しいの実シアタ－機能拡充）.................... 4,855万2千円
2．各省庁事業分（3億216万円）
担い手確保・経営強化支援事業費（農業機材・施設支援）.................... 4,630万7千円
国・県土地改良事業負担金（新庄・西谷上圃場整備）............................ 5,418万5千円
林道開設事業費（補助）（上宇部尾～大海崎町）........................................... 2,625万円
林道改良事業（横手線・鹿島町古浦～秋鹿町）............................................. 1,680万円
社会福祉施設等整備事業費補助金（障がい者福祉施設整備）............. 5,763万1千円
道路ストック等長寿命化対策事業費（市道千酌線クラック補修）............ 2,000万円
嫁島高架橋改修事業費（コンクリ－トの剥離）........................................... 5,100万円
空調改良事業費（朝酌小・一中）............................................................... 2,998万9千円
3．その他事業（▲3億6,772万1千円）
菅田庵整備事業費（一般公開に向け駐車場整備）....................................... 3,000万円
その他................................................................................................▲3億9,772万1千円
4．玉湯統合幼稚園改築事業費（1億2,234万2千円）

今議会では、条例案件25件、単行案件123件、予算案件24件、報告案件7件、30

年度補正予算11件、教育委員、農業委員、公平委員各1名の同意案件と人権擁護委員

の推薦3名などを審査し、いずれも原案可決しました。

一般会計予算の主な事業

平成31年度工事予定個所

◎平成31年度一般会計......................1,001億9,800万円
◎特別会計（8会計）...................... 462億8,058万1千円
◎企業会計（5会計）...................... 417億2,893万3千円
◎平成30年度一般会計補正予算.......9億3,753万9千円

平成31年度2月　定 例 会 報 告

国の国土強靭化事業に対応した景気対策や投資的事業、玉湯統合小学校建設や南学校給食センタ－などの大規模事業や消費税改定に伴う事業など5
年ぶりに1,000億円を超える予算となり、補正と合わせ1,013億2,846万6千円となりました。

島根町・美保関町・八束町
道路・河川
・福浦法田線　道路改良L＝300m
・才軽尾線　道路改良L＝290m
・�市道菅浦立花線‌　基本設計・調査（新）
・笠白農道改良
・市道月ケ廻線　基本計画・調査（新）
側溝改良
七類海岸学校線、惣津七類線、市道入江
江島線、市道遅江16号線、市道波入2号線
橋長寿命化
・�雲津幹線　関連道橋
・野波中央線代官家橋
河川・排水路
�・�稲積川改修事業　河川改修L＝60m
才浦川（ブロック積擁壁）、菅浦川（コン
クリ－ト擁壁）、女良川（災害復旧）、稲
積川（災害復旧）、法田川（コンクリ－ト
U型水路）、田前川（ふとんかご）、垣ノ内
排水路（コンクリ－トU型水路）

建築工事
森山分団福浦班消防機庫、福浦小学校
解体・稲積集会所整備補助、島根複合施
設、中村元記念館（空調施設改修）

《美保関町関連事業》
港湾漁港・道路舗装修繕
・�笠浦、千酌、法田舗装修繕・惣津港物揚
場測量設計
・�林道美保関線（トンネル照明・舗装）・
美保関線アクセス道舗装
農林水産関係
・稲積・雲津・漁業施設修繕（滑り材）
・�ふるさとの森再生整備事業（竹林薬剤
故殺・菅浦）
・�種苗放流推進事業、漁業環境対策補助
（七類）
・�新規自営漁業者定着支援資金貸付.
（七類・美保関）
・�新規漁業者支援事業（七類・笠浦・福浦）

学校・体育施設
美保関運動公園、野球場・テニスコ－ト
修繕、美保関中学校耐震対策工事

県事業
島根・八束・美保関
松江鹿島美保関線　惣津工区
　.........................................2億5,800万円
国道485七類トンネル.......... 5,600万円
国道431森山トンネル.......... 2,000万円
七類雲津長浜線　雲津橋...... 2,000万円
松江鹿島美保関線観音崎トンネル
　................................................... 500万円
松江島根線　大芦（方面修繕）.... 2,000万円
松江島根線　加賀（方面修繕）.....1,000万円
国道431号線　万原........2億3,500万円
松江鹿島美保関線　片江2....9,400万円
大根島線　波入　.................. 3,500万円
大根島線　遅江...................... 1,900万円
才浦4区急傾斜........................ 2,100万円

福浦急傾斜............................... 5,250万円

国庫補助分
林道点検診断、保全整備　美保関他
　............................................... 1,420万円
復旧治山　加賀別所.............. 5,200万円
大型漁礁設置　出雲・石見（美保関）
　............................................... 4,200万円
漁港補修　瀬崎...................... 3,300万円
漁港補修　美保関.................. 1,000万円
漁港補修　野波.......................... 970万円
漁港整備　野波................1億3,000万円
漁港整備　野井...................... 1,200万円

漁港集落排水機能保全対策
野井........................................... 2,050万円
雲津............................................... 330万円
惣津............................................... 430万円
法田............................................... 520万円



令
和
元
年
度
六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
松
政
ク
ラ
ブ

を
代
表
し
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
選
挙
に
つ
い
て

Q
市
長
会
が
推
薦
し
た
候
補
で
は
な
い
知
事
が
誕
生

し
た
が
、
今
後
の
県
と
の
関
係
も
含
め
市
長
の
率

直
な
思
い
を
伺
う
。

A
市
長
会
で
は
知
事
候
補
の
推
薦
に
当
た
り
国
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
自
民
党
推
薦
を
重
視
し
て

決
め
た
。
島
根
県
が
抱
え
て
い
る
一
番
大
き
な
問
題
は
人

口
減
少
に
よ
る
地
域
の
衰
退
で
あ
り
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ

て
い
く
に
は
県
と
市
が
密
接
に
連
携
を
図
り
効
果
的
、
効

率
的
に
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
知
事

と
は
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
を
契
機
に
県
と
市
町
村
の
役

割
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
関
係
を
構
築
し
た
い
。

Q
新
聞
一
面
を
使
う
選
挙
広
告
の
在
り
方
に
つ
い
て

総
務
省
省
令
に
照
ら
し
て
合
法
な
の
か
伺
う
。

A
今
回
の
新
聞
広
告
の
内
容
が
、
選
挙
運
動
に
当
た

る
違
法
な
も
の
か
否
か
と
い
う
判
断
に
つ
い
て
は

松
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
は
合
法
と
も
違
法
と
も

判
断
で
き
な
い
。
最
終
的
な
判
断
は
司
法
機
関
に
委
ね
る

し
か
な
い
。

Q
知
事
の
街
頭
演
説
で
子
ど
も
医
療
費
は
県
内
で
ば

ら
つ
き
が
あ
る
の
で
小
学
校
六
年
生
ま
で
は
県
で

負
担
す
る
と
の
演
説
を
伺
っ
た
。
松
江
市
で
は
ど
の
程
度

の
影
響
が
あ
る
の
か
、
市
長
村
長
と
の
協
議
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

A
知
事
は
県
議
会
本
会
議
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

関
し
て
小
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
料
に
し
た

場
合
、
追
加
負
担
は
五
億
四
千
万
円
と
試
算
を
示
さ
れ
た
。

松
江
市
に
当
て
は
め
る
と
県
補
助
は
三
億
六
八
〇
〇
万
円

程
度
と
な
り
約
二
億
円
程
度
増
え
る
。
現
在
子
ど
も
医
療

費
制
度
の
助
成
額
や
対
象
年
齢
が
自
治
体
に
よ
り
異
な
っ

て
お
り
新
た
な
負
担
が
生
じ
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
制
度

導
入
に
つ
い
て
は
県
内
市
町
村
長
と
積
極
的
に
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
に
つ
い
て

Q
経
済
効
果
、
今
後
の
運
営
・
問
題
点
な
ど
検
証
さ

れ
て
い
れ
ば
伺
う
。
ま
た
、
今
後
の
運
営
や
伝
統

文
化
と
し
て
の
保
存
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

A
①�
人
出
は
前
回
を
二
万
人
上
回
る
三
十
八
万
五
千

人
と
な
り
有
形
無
形
の
効
果
が
あ
っ
た
。

②�

マ
ス
コ
ミ
の
注
目
度
が
高
く
伝
統
を
継
承
す
る
地
域
の

結
束
力
、
誇
り
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
N
H
K
・
民
放
各
社
を
は
じ
め
S
N
S
な
ど
の
ネ
ッ

ト
発
信
に
よ
り
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
ま
で
発
信
頂
き
松
江

の
大
き
な
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

③�

宿
泊
施
設
で
は
九
日
間
の
間
予
約
が
取
り
に
く
く
な
る

な
ど
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。

④�

九
日
間
を
通
し
て
売
り
上
げ
が
伸
び
三
十
八
億
二
千
万

円
の
経
済
効
果
を
試
算
さ
れ
た
。

⑤�

運
営
面
で
は
関
係
機
関
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
多
く
の
来

場
者
に
混
乱
な
く
観
覧
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

⑥�

改
善
点
な
ど
は
早
急
に
研
修
し
十
年
後
に
引
き
継
ぐ
資

料
作
成
を
進
め
た
い
。

⑦�

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
伝
承
は
松
江
市
全
体
で
受
け
止
め

て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
と
対
策
と

新
幹
線
整
備
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て

Q
人
口
減
少
は
鉄
道
の
敷
設
に
大
き
く
関
連
す

る
。
明
治
の
人
口
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
た
の
は

四
十
七
都
道
府
県
で
島
根
県
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
新
幹
線
整
備
に
つ
い
て
何
点
か
伺
う
。

〇�

新
幹
線
整
備
は
地
方
創
生
、
地
域
経
済
対
策
、
人
口
減

少
対
策
に
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
が

鉄
道
整
備
、
新
幹
線
整
備
と
圏
域
の
人
口
減
少
に
つ
い

て
市
長
の
率
直
な
感
想
を
伺
う
。

A
京
都
大
学
の
藤
井
先
生
は
、
国
内
政
令
市
は
札
幌

市
を
除
く
す
べ
て
の
都
市
が
新
幹
線
沿
線
に
あ

る
。
明
治
時
代
の
主
要
十
五
都
市
の
う
ち
新
幹
線
が
未
開

通
ま
た
最
近
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
都
市
は
政
令

市
に
な
っ
て
い
な
い
。
明
治
時
代
に
一
地
方
都
市
だ
っ
た

静
岡
や
岡
山
な
ど
は
新
幹
線
の
お
か
げ
で
政
令
市
に
な
っ

た
。
新
幹
線
が
な
い
街
は
か
つ
て
ど
れ
だ
け
栄
え
て
い
た

都
市
で
も
衰
退
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
、
分
析

さ
れ
て
い
る
。
新
幹
線
整
備
の
早
期
実
現
に
向
け
関
係
団

体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

〇�

三
月
六
日
の
自
民
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）

の
内
容
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

A
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
ど
の
路
線
を
基
本
計
画
路

線
か
ら
整
備
計
画
路
線
へ
格
上
げ
す
る
の
か
そ
れ

を
選
ぶ
た
め
の
Ｐ
Ｔ
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
西
田
、
青
木

両
参
議
院
議
員
の
話
を
伺
う
中
で
す
べ
て
の
基
本
計
画
路

線
を
整
備
計
画
路
線
に
格
上
げ
す
る
運
動
を
通
し
て
国
土

政
策
を
実
現
す
る
。
そ
の
た
め
の
新
幹
線
予
算
枠
を
確
保

す
る
も
の
だ
と
受
け
止
め
た
。
自
民
党
P
T
の
活
動
に
期

待
す
る
一
方
私
ど
も
が
自
ら
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
を
強
く
し
た
。

Q
新
幹
線
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の
周
知
、

県
の
状
況
、
推
進
会
議
の
六
月
十
二
日
、
十
三
日

も
要
望
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

A
①�

今
後
、
京
都
大
学
、
大
学
院
の
藤
井
先
生
か
ら

分
現
在
析
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
を

基
礎
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
資
料
を
作
り
出
前

講
座
等
開
催
し
た
い
。
十
月
二
十
日
に
は
安
来

市
に
お
い
て
総
決
起
大
会
を
開
催
す
る
。

②�

県
は
山
陰
新
幹
線
、
伯
備
新
幹
線
に
関
す
る
期
成
同
盟

会
に
参
加
し
て
い
る
が
、
現
在
事
実
上
活
動
を
行
っ
て

い
な
い
。
前
知
事
か
ら
は
地
元
負
担
金
、
在
来
線
の
問

題
、
高
速
道
路
の
整
備
な
ど
が
あ
り
困
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
た
が
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
是
非
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
鳥
取
県
・
岡
山
県
の
ご
理

解
ご
協
力
が
無
く
て
は
な
ら
ず
県
に
運
動
を
主
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③�

六
月
十
二
日
に
国
土
交
通
大
臣
に
面
会
し
た
。
新
幹
線

整
備
に
係
る
予
算
枠
の
増
額
、
地
元
負
担
金
、
在
来
平

行
線
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
大
臣
、
関
係
局
長
、
審
議

官
に
要
望
し
た
。
十
三
日
に
は
地
元
国
会
議
員
に
報
告

し
今
後
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。
伯
備
線
は
フ
リ
ー

ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
実
現
と
い
う
こ
と
で
動
い
て
い
た
た

め
他
の
基
本
計
画
路
線
と
比
べ
運
動
が
遅
れ
て
い
た
が

国
土
交
通
大
臣
に
直
接
要
望
が
で
き
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
運
動
の
第
一
歩
が
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

Q
六
月
五
日
の
自
民
党
P
T
提
言
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

A
森
脇
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
私
た
ち
の
求
め
る

新
幹
線
整
備
の
考
え
と
合
致
し
て
い
る
と
受
け
止

め
た
。
政
府
与
党
内
で
次
期
整
備
計
画
決
定
に
向
け
た
動

き
が
加
速
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
今
後
こ
う
し
た

Ｐ
Ｔ
の
皆
様
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
何
と
し
て
も
山
陰
新
幹

線
、
伯
備
新
幹
線
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
・
整
備
交
付
金
に

つ
い
て

Q
こ
の
交
付
金
は
事
前
相
談
の
期
間
が
短
く
使
い
づ

ら
い
。
拠
点
整
備
交
付
金
は
補
正
計
上
さ
れ
る
た

め
実
質
一
年
で
事
業
を
行
う
た
め
実
施
が
難
し
い
。
今
回

中
海
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
事
業
採
択
が
見
送
ら
れ
た
が
今

後
の
取
り
組
み
と
推
進
交
付
金
・
拠
点
整
備
交
付
金
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

A
中
海
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
必
要
性
、
目

的
を
整
理
し
た
の
ち
場
所
も
含
め
て
施
設
規
模
事

業
の
積
算
、
文
科
省
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
検
討
を
開
始
し
た
。
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
地
方
創
生
推

進
交
付
金
は
地
域
間
連
携
や
政
策
関
連
系
と
い
っ
た
先
駆

的
な
要
素
が
必
要
と
な
り
複
雑
な
条
件
設
定
が
あ
り
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
活
用
が
し
に
く
い
状
況
で
す
。
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
は
条
件
提
示
な
ど
事
前
に
示
さ
れ
て

い
な
い
の
が
非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。
指
摘
さ
れ

た
通
り
二
年
間
の
事
業
だ
が
実
質
年
度
末
補
正
で
計
上
さ

れ
る
事
業
の
た
め
単
年
度
の
事
業
完
了
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
四
月
十
八
日
に
国
と
地
方
の
シ
ス
テ
ム
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
全
国
市
長
会
財
政
委

員
の
立
場
で
二
つ
の
問
題
点
に
つ
い
て
改
善
要
求
を
し
た
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
今
ど
う
し
た
も
の
が
補
助
金
の
対
象

令
和
元
年
度
六
月

定
例
会
報
告

子ども医療費の状況
（平成29年度決算で試算）

総額　7億3,706万4,000円

補助内容� ※ 松江市単独補助（単位千円）

島根県 松江市
県対象外
個人負担

小学
1～6年生

現　行 165,675 165,676 97,275 308,438

改正後 368,532 368,532 0 0

※�就学前半額補助・通院1,000円、入院2,000円を超
えるもの（県対象外個人負担）と、小学校卒業ま
では市が負担
※�市負担は現行 5億7,138万9,000円が改正後は小学
校卒業まで半額措置となり3億6853万2,000円と
なり約2億円程度減少する。



に
な
る
の
か
係
長
以
下
十
七
名
で
構
成
し
た
人
材
育
成
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
通
じ
て
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。Q

島
根
県
・
県
内
市
町
村
の
事
業
申
請
や
採
択
状
況
を

伺
う
。

A
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
平
成
二
十
八
年
度
に
制
度

が
創
設
さ
れ
島
根
県
は
こ
れ
ま
で
二
十
四
件
の
事
業

が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
市
町
村
で
は
一
四
一
件
の
事
業

が
採
択
さ
れ
て
お
り
そ
の
う
ち
松
江
が
採
択
を
受
け
た
事
業

は
十
四
件
で
す
。
地
方
創
生
整
備
交
付
金
は
県
は
三
件
、
県

内
市
町
村
は
十
三
件
の
事
業
採
択
が
あ
り
松
江
市
は
水
陸
両

用
機
を
核
と
し
た
中
海
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
四
件
で
す
。

国
土
強
靭
化
予
算
に
つ
い
て

Q
三
か
年
七
兆
円
規
模
の
予
算
が
国
で
は
計
上
さ
れ
て

い
る
。
先
般
の
研
修
で
様
々
な
事
業
予
算
に
網
羅
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
予
算
獲
得
に
は
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
が
重
要
と
伺
っ
た
が
、
計
画
の
策
定
状
況
を
伺
う
。

A
ご
指
摘
の
通
り
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
国
の
補
助

事
業
採
択
の
優
先
度
も
高
く
な
り
、
計
画
を
早
期
に

策
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
本
年
度
の
次
期
総

合
戦
略
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
年
内
を
目
標
に
し
て
い
る
。

三
か
年
緊
急
対
策
関
連
事
業
は
国
の
補
正
に
合
わ
せ
、
二

月
補
正
で
玉
湯
統
合
幼
稚
園
改
修
事
業
や
嫁
島
高
架
橋
改
修

事
業
な
ど
五
事
業
で
約
二
億
六
千
万
円
計
上
し
て
い
る
。
財

源
と
し
て
は
有
利
な
地
方
債
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
活
用
で
き
る
。

松
江
市
議
会
政
策
研
究
会
提
言
に
つ
い
て

Q
議
会
政
策
研
究
会
で
政
策
条
例
制
定
に
向
け
て
歴
史

伝
統
文
化
の
継
承
保
存
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
が

市
長
よ
り
条
例
制
定
に
向
け
検
討
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
、

提
言
を
ま
と
め
て
市
長
に
提
出
し
た
。
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の

今
後
の
課
題
検
討
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
条
例
制
定
に
向
け

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
の
か
議
会
提
案
を
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
松
江
の
歴
史
文
化
を
深
掘
り
し
ど
の
よ
う
に
本
市
の

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
現
在
文
化
活
動
な
ど
の
現
状
把
握
に
努
め
諸
準
備
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
後
に
外
部
委
員
会
を
設
置
し
文
化
行
政
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
国

際
文
化
観
光
都
市
建
設
法
七
十
周
年
が
令
和
三
年
四
月
で
あ

り
、
こ
れ
を
め
ど
に
方
針
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
人
事
権
移
譲
に
つ
い
て

Q
島
根
県
教
委
は
議
論
を
打
ち
切
る
結
論
を
出
し
た
。

地
方
分
権
が
進
み
多
く
の
二
重
行
政
解
消
の
施
策
も

打
た
れ
、
国
・
県
・
市
町
村
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
る
。
今
回
の
結
論
に
至
っ
た
島
根
県
教
委
の

考
え
方
、
申
し
込
ん
で
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
開
催
の
是

非
、
今
後
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

A
平
成
十
八
年
に
県
が
立
ち
上
げ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

の
九
つ
の
課
題
を
検
証
す
る
前
に
国
の
動
向
を
見
極

め
る
と
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
県
は
主
体
的
に
問
題
を
受
け

止
め
る
姿
勢
に
か
け
て
い
る
と
思
う
。
国
の
閣
議
決
定
で
中

核
市
に
対
し
て
人
事
権
移
譲
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
国
の
動
向
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
県

が
具
体
的
な
た
た
き
台
を
示
し
た
う
え
で
議
論
す
る
場
を
設

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
県
に
は
改
め
て
検
討

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し
入
れ
を
し
た
。

−入会申込み・問い合わせ−　森脇勇人後援会事務局　〒690−1311 松江市美保関町七類142　TEL 0852−72−3265
（討議資料）

林
道
美
保
関
線
は
四
月
三
十
一
日
に
雲

津
～
軽
尾
間
が
開
通
し
全
線
が
開
通
し
ま

し
た
。
平
成
元
年
に
林
道
開
設
期
成
同
盟

会
が
結
成
さ
れ
、
陳
情
活
動
が
行
わ
れ
平

成
二
年
に
事
業
着
手
、
約
三
十
年
を
か
け

て
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

事
業
目
的
は
林
業
振
興
の
基
盤
整
備
・

生
活
環
境
の
改
善
・
有
事
の
際
の
迂
回
道

路
と
い
う
こ
と
で
美
保
関
町
の
東
部
の
日

本
海
側
の
各
集
落
を
結
ぶ
当
時
と
し
て
は

境
水
道
大
橋
に
次
ぐ
夢
の
道
路
で
し
た
。

起
点
は
七
類
、
終
点
は
市
道
才
軽
尾
線
ま

で
橋
梁
二
カ
所
、
ト
ン
ネ
ル
二
カ
所
、
路

線
延
長
は
八
、九
五
一
ｍ
、
幅
員
は
六
・
五

ｍ
が
七
、二
六
九
ｍ
、
五
ｍ
が
一
、六
八
二

ｍ
で
す
。

総
事
業
費
は
八
十
億
二
五
〇
〇
万
円
の

大
事
業
で
し
た
。
途
中
、
半
島
特
有
の
地

滑
り
の
影
響
で
の
補
強
工
事
の
増
大
や
地

権
者
対
策
の
難
航
、
生
態
保
護
の
た
め
の

工
事
期
間
の
制
約
な
ど
が
あ
り
多
く
の
時

間
と
費
用
が
掛
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
法
田
・
諸
喰
・
雲
津
・
才
浦
・
軽
尾

な
ど
生
活
道
路
が
一
本
し
か
な
く
災
害
時

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
地
区
に
と
っ

て
は
や
っ
と
念
願
が
か
な
い
ま
し
た
。
こ

の
林
道
建
設
に
は
多
く
の
先
人
の
皆
様
の

活
躍
が
無
け
れ
ば
成
し
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
地
権
者
の
皆
様
の
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
し
た
。
今

後
は
軽
尾
～
地
蔵
崎
間
の
計
画
変
更
に
伴

う
七
項
目
の
地
元
要
望
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
働
き
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
熱
意
で
で
き
た
林
道
で
す
。
地

域
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
愛
情
を
も
っ
て

管
理
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

林
道
美
保
関
線
開
通
　
事
業
完
了

林道美保関線開設事業計画位置図

《計画変更に伴う地元要望》

1．四谷から西小路鼻までの県道改良

2．�県道境美保関線（西小路地区内）の

線形改良

3．新規駐車場の確保

4．�市道才軽尾線から五本松公園へのア

クセス道路及び駐車場の整備

5．平和祈念塔の改修整備

6．�五本松公園～地蔵崎間遊歩道の整備

7．林道美保関線の徐草等維持管理

地方創生推進交付金事業採択状況� （採択額単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 計

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

島根県 6 427,258 1 15,541 9 839,719 8 914,209 24 2,196,727

県内市町村 16 111,848 12 71,573 64 353,231 57 438,960 149 975,612

うち松江市 2 1,200 2 7,200 4 23,300 6 85,794 14 117,494
※件数及び採択額データは新規事業及び継続事業の合計

地方創生拠点整備交付金事業採択状況� （採択額単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 計

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

交
付
対
象

事
業
数

採
択
額

島根県 1 312,275 1 76,500 1 199,856 − − 3 588,631

県内市町村 5 284,552 4 241,679 4 414,740 − − 13 940,971

うち松江市 1 149,145 1 11,451 2 44,161 − − 4 204,757
（データ：内閣府地方創生推進事業局HP掲載「交付対象事業の決定」より県及び県内市町村分を計算）


